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～第 20１通常国会 国民大運動･安保破棄中実委･中央社保協主催３･25 定例国会行動～ 

 

の安倍政権！ 
終焉に向けて追い込もう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真右端より中山眞全商連常任理事、主催者挨拶をおこなう住江憲勇保団連会長、日本共産党宮本徹衆議院議員 

 主催者挨拶をおこなった中央社保協の住江憲勇代表委員(保団連会長)は、新型コロナで悪化する国民生活

や経済状況は「波乱混乱錯乱の安倍政権」の失政の責任だとし、増税後の景気悪化の時点で撤回か 5％減税

の判断を出すべきだったと指摘。「国民のいのち、健康に対しては 153 億円、株価の下支えには 1,014 億

円、ここに安倍政権の危険極まりない反国民的な性格が凝縮されている」と厳しく批判。「今やるべきことは

新型コロナウイルス感染拡大の状況をふまえ、三者共催による定例国会行動は感染防止のために 2

月 26 日、3 月 11 日の 2 回開催を見送りましたが、3 月 25 日、全商連の中山眞常任理事の司会の

もとで 110 名が参加し、15 分ほど時間を短縮しておこなわれました。 

昨年 10 月の消費税 10％増税、今回の政府のコロナ対策によるイベント等自粛、突然の一斉休校

等により、国民の大きな不安とともに日本経済は深刻な状況に陥っています。国会では 27 日に 2020

年度予算案が成立する見通しですが、与野党によるコロナ対策連絡協が立ち上げられ、検査体制の拡

充やリーマンショック時を超える規模の大型補正予算案が見込まれています。一方、野党は検察私物

化の黒川検事長の定年延長問題とともに、森友公文書改ざん問題の再検証チームを立ち上げ、真相究

明と関係者の証人喚問を求めています。また、低賃金で不安定な働き方を広げる高年齢者雇用安定法

等改定案の年度内での成立も狙われています。参加者は、国民のいのちと暮らしを守るための財政の

確立と安倍政権の一日も早い退陣を求めて奮闘する決意を固めあいました。当日は、原発ゼロを求め

る署名など 8,498 人分の請願署名が、全教の山田真平中央執行委員から宮本徹議員に託されました。 



検査の拡充と中小事業者と個人への支援対策だ」とし、「安倍政権の終焉にむけて国民的世論を大きくしよう」

とよびかけた。 

国会報告をおこなった日本共産党の宮本徹衆議院議員は、ご遺族による近畿財務職員の遺書の公表と、国

と佐川元理財局長を相手の提訴を受け、野党の森友問題再検証チームで徹底追及することを報告。新型コロ

ナ対策でも野党合同で検査体制の拡充と雇用調整助成金の引き上げを求め雇用を守り、フリーランスなど雇

用によらない働き方の人たちにも支援を行い政府の責任を果たさせるとし、「国民のくらしと雇用、生業を守

るために世論を盛り上げ、野党もスクラム組んでたたかう」と訴えた。 

～3 名の各団体の代表による決意表明～ 

 全労連の野村幸裕事務局長は、各職場でたたかわれている春闘は、例年通り

の成果をあげているとし、要求実現のためにたたかいの強化が必要だと報告。

新型コロナによる今の経済状況はアベノミクスによる失政に端を発するもの

だと批判し、国民生活が大切にされる政治こそが求められていると指摘。雇用

の不安定化を進める高年法の徹底審議と「国民本位の財政確立にむけて緊急的            

な補正予算を求め、安倍政権打倒にむけ奮闘する」と決意を語った。 

署名を手渡す全教の山田さん(写真上)   

  

全厚生の川名健書記長は、国立感染症研究所では、国家公務員の定員合理化が押し進められて人員が削減

されたなか、皆 24 時間体制の厳しい状況のなかで頑張っていると報告し、今回の事態を「これまで政府が

感染症対策を重視してこなかったからだ」と指摘。「F35 戦闘機 1 機 110 億円、同じ国民を守る目的なら、

1 機でよいから減らして感染研の予算にまわしてほしい」との組合員の声を紹介し「国民のいのちと安全を

守るために定員削減はやめ、予算と人員を増やすべきだ」と訴え、運動を強化する決意を語った。 

ふくしま復興共同センターの斎藤富春代表委員(県労連議長)は、午前中の全国災対連による総会のなかで

被災者支援、災害に強い街づくりの方針が確認されたことを報告し、「東日本大震災、原発事故から 9 年経っ

たが相次ぐ自然災害により、収束していない原発事故が新たな被害をもたらしている」と指摘。「国は、被災

者支援や復興策をあと 1 年で区切りをつけようとしており、被災地では大きな不安が広がっている」と訴え、

「国が責任を果たし最後まで支援をおこなうよう、たたかう」と決意を語った。 

全日本民医連の田中翔太郎さんが代表して「軍事費を削ってコロナ対策にまわせ！」などと国会にむけて

コールをおこない、参加者はこぶしを振り上げて連帯した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２０１通常国会（6/17 閉会予定） 

今後の定例国会行動の予定  

 

◆12:15～13:00    

 ◆衆議院第 2 議員会館前 

 ◆隔週の水曜 

◆4 月８日、4 月２２日、5 月１３日、

5 月２７日、6 月１０日 

 


